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[ 英文抄録 ]
 The purpose of this study is to research new method of dance education. I went to the United 
Kingdom to study dance education. I interviewed Japanese dancers who has experience of 
belonging to a dance course or a dance department at a UK university, and university educators.
By continuing this study, I want to introduce a new viewpoint of subject contents to Japan. As a 
results,by referring to specific setting and achievement goal of education subjects in the UK, We 
may be able to introduce a new viewpoint on subject design of dance education in Japan. In the 
next research, the new purpose is deep understanding about the design of evaluation standard of the 
dance education. By doing so, We may be able to support the development of thinking skills and 
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      半構造化インタビュー及び大学見学
３）調査期間
　   2017 年 7 月 1 日～９月 7 日
４．調査内容



























いる役割が社会に置いて異なることが明確であるという。前者は Hight art foundation 
に属し、後者は、Hight education foundation に属す。こうした助成システムの変化に
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点も多い。その曖昧さが学習者の独自の観点を育てるといったメリットもあるが、曖昧さ
ゆえにダンス教育への社会的理解が得がたいことへも繋がっているであろう。例えば創作
課題という科目を一つ取っても、科目設定の基準は、各大学内の指導者の経験や視点に任
される傾向にある。今後の学習者がダンスジャンルを超え、国内外を視野に入れた学びを
求めて大学進学を目指すであろうことを見越すと、ダンス教育においては演出方法や振付
方法といった具体的な指導プログラムの基準設計が重要ではないだろうか。その具体的な
設計が、ダンスを通して何を学ぶのかという問いの答えを生み、ダンス教育の価値に繋が
るのではないかと考える。
５．今後の課題と展望
　今後は、イギリスのみでなく、アジア圏やアメリカの教育プログラムも視野に入れ、大
学におけるダンス教育での指導は何を目的とするべきかという大きなテーマに関する継続
的な調査を進めることが一つの課題である。また、振付方法や音楽とダンスを融合した創
作課題など、具体的な科目における達成目標や効果、指導方法を調査し、ダンサーの養成
とダンスを通した社会性の獲得という二つの目的を分離しながら、指導スタイルを確立し
ていくことを発展させていきたい。この点については、国内の実態調査も合わせて行い進
展させていく計画である。ダンス教育における評価基準と達成目標をどう設計し、どう判
断していくのか、ダンスの専門科目の中での教育設計を組み立てることを念頭に置きなが
ら研究を進めることとする。
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